
➢日常生活を無事に送れているか、薬を適切に飲めているかなど安否確認や健康管理の心配は尽きない

➢賃貸住宅の場合は、孤独死による事故物件化のリスクがあり、貸し渋りから高齢者向け賃貸住宅が不足する

➢高齢者が一人でも地域で暮らし続けられるよう、周りの人が見守る仕組みが必要

➢トイレの電球のオンオフ情報を遠隔で家族に知らせる「みまもるライト」と、薬の摂取状況を通知する

「くすりコール」を導入

➢安否確認だけでなく排泄回数や服薬状況のデータを分析し、家族や関係者と共有することで介護の質を向上

➢賃貸住宅を借り上げて上記サービスを完備し提供することで、家族や関係者が見守る仕組みを構築

➢遠隔カメラやベッドでの睡眠、

脈拍、体温データを収集できる

ソリューションの導入

➢ IoTによる服薬指導、調剤指導

➢みまもるライト 6件導入

➢くすりコール 4件導入

➢老後もできる限り住み慣れた家や地域で自立して生活したいと願う人は多い

➢高齢者の思いに寄り添い、暮らしを見守る環境を整備することで、安心して生活できる社会を実現する

大分から10年後の未来にあかりを灯す

福祉・介護用品のレンタル・販売・住宅改修など、福祉住環境整備を営むナガヨシ。

長年暮らしてきた家や地域で自立した生活を送りたいという願いを実現するために、高齢化率が全国

平均より10年早く進む大分県から高齢者支援のモデルケース創出を目指す。

将来に明るい展望が持てるよう、10年後の未来にあかりを灯す。
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成果

高齢者が住み慣れた地域で笑顔で生活し続けられる社会をつくる

一人暮らしをどうやって見守っていくか

IoT機器によるみまもりサービス

みまもるライト くすりコール

業種 介護事業（福祉用具貸与・販売）

カテゴリー 新事業創出

ソリューション IoT

コンサルティング
パートナー

（公財）大分県産業創造機構

ソリューション
パートナー
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